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新年明けましておめでとうございます。関係医療機関の皆さまには、日頃から市立長浜病

院の運営にご理解とご協力をいただき、心から感謝いたします。地域医療支援病院としての

役割を十分に果たし、地域の皆さまの期待に応えていきたいと存じますので、本年も何卒よ

ろしくお願いします。 

当院は地域がん診療連携拠点病院でもあり、長浜赤十字病院、長浜市立湖北病院、彦根市 

立病院としっかりと連携し、地域において最先端のがん診療を提供していく使命があると考えています。その

ため、滋賀県北部では唯一となる高精度放射線治療の実施施設として、リニアックを最新機種に更新し、昨年

9月から運用再開いたしました。 

さて、がんは遺伝子の異常により引き起こされる病気であることから、がんゲノム医療は極めて重要となっ

てきています。そこで、がんゲノム医療に必須とされる高品質の臨床検査を行う能力を認証する国際規格

ISO15189を昨年 3月に取得し、昨年 11月には、がんゲノム医療連携病院に認定されました。これにより、今

年からは、より本格的ながんゲノム医療を実施できることになりました。 

悪性新生物（がん）に次いで死亡率が高い心疾患や脳血管疾患にも注力しており、現在、アンギオ（血管撮

影）装置を最新型に更新しているところです。これにより、心臓血管疾患に対するカテーテル治療を、これま

で以上に余裕をもって実施できる体制が整います。 

外科系領域では、術後回復促進 Enhanced Recovery After Surgery（ERAS）を導入しており、多職種のチーム

医療によって、術前術後のリハビリテーションや栄養療法を実施し、患者さんの精神的・身体的ストレスを低

減しています。市立長浜病院のERAS®チームは、わが国で初めてERAS® Society から直接指導を受け、エビ

デンスに基づいたチーム医療を着実に推進しています。 

本年も、市立長浜病院は、湖北医師会・湖北歯科医師会をはじめとする先生方との連携・協力を一層進めて

いきたいと考えています。今後とも、地域の皆さまのお役に立てるように尽力していく所存ですので、ご支援

ご指導のほど、何卒よろしくお願い申しあげます。 
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謹啓 時下益々ご清栄のこととお喜び申しあげます。平素は当院の運営に格別のご高配を賜り、厚く御礼申

しあげます。１月の外来診察担当医師表を別添資料でお届けいたしますので、ご査収ください。 敬白 

 

地域医療連携だより 市立長浜病院 令和６年１月１日号  

No.226 
 理 念 

地域住民の健康を守るため、 
「人中心の医療」を発展させ、 
地域完結型の医療を推進します。 
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新年のごあいさつ 

タイトル 

基本方針 

１.患者の権利、尊厳を重視した医療を実践します。           ５.医学研究活動を推進し、優れた医療人を育成します。 

２.地域の医療関係者との連携を深め、地域医療の発展ためにつくします。 ６.職員が互いに尊重、協力してチーム医療を実現します。 

３.高度で良質な医療水準を確保し、安全で信頼される医療を進めます。  ７.職員が元気で働きがいのある職場づくりに務めます。 

４.快適な療養環境の整備と、質の高いケアに務めます。   

 



◆第 334回開放型病床生涯教育研修会 兼 第 13回化学療法研修会 

令和５年１２月７日に第334回開放型病床生涯教育研修会

兼第 13回化学療法研修会を開催しました。 

今回は、滋賀医科大学泌尿器科学講座助教 和田晃典先生 

に「泌尿器癌（腎癌・膀胱癌・前立腺癌）の薬物療法」をテ 

ーマに滋賀医科大学よりリモートにて講演いただきました。 

 研修会には院内外より４５名の参加をいただき泌尿器癌の 

薬物療法の歴史を踏まえながらそれぞれの癌について講義い 

ただきました。 

参加者からは、少し難しい内容でしたが現在の治療方法の 

選択がよく分かったと感想をいただきました。 

脳神経外科責任部長  堀口 聡士 
 

日頃は当院の診療にご理解、ご協力をいただき誠にありがとうございます。例年この時期は脳卒中の患者さんが増

加することが予測されるため、脳卒中を疑う患者さんの迅速な受診につながるようご協力をお願い申しあげます。 

脳卒中の症状は、一般市民向けにも「FAST」が啓蒙されています。顔面麻痺（Face）、上肢運動の左右差（Arm）、言

語障害（Speech）のうち 1つでもあれば脳卒中の可能性は高く、迅速な受診や救急搬送（Time）をご指導頂き、早期

の診断と治療介入につなげることが重要です。 

虚血性脳卒中に対する静注血栓溶解療法と血栓回収療法は、効果的な治療法として挙げられます。これらの治療法

は脳梗塞が完成してしまう前に行う必要があり、時間との戦いです。適切な対応により治療開始が早まるほど、良好

な転帰が期待でき、患者の生存と生活の質向上につながります。発症時刻または最終健常時刻の確認は治療適応の決

定に重要です。発症 4.5時間以内の静注血栓溶解療法は、脳梗塞の病型を問わず適応となります。血栓回収療法は 6

時間以内の大血管閉塞が対象ですが、場合により発症 24時間まで適応できる可能性があります。 

迅速な診断から治療開始により、脳卒中患者の救命と回復に貢献できると信じております。何かご質問等ございま

したら、お気軽にお尋ねください。脳梗塞を回避できる組織を救済する機会を損なわないように、何卒ご協力をよろ

しくお願いいたします。 
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医療従事者研修会を開催します 

医療従事者研修会を開催しました 

 



■■ 編集後記 ■■  
新年明けましておめでとうございます。昨年の世相を表す漢字１字は「税」でしたが、皆さんの漢字１字は何だっ

たでしょか？私的には「虎」かなぁって感じです。今年は「楽」や「喜」といった明るいイメージの字が選ばれると

いいですね。今年もよりスムーズな連携を図れるよう努めますので、よろしくお願い申しあげます。 

 
 

脳卒中を疑う患者の迅速な受診にご協力をお願いします 

◆第 335回開放型病床生涯教育研修会 兼 令和 5年度第 1回臨床研修医症例報告会 
 
日 時：令和６年２月１日（木）17：30～19：10  ４名の臨床研修医 

◆第 336回開放型病床生涯教育研修会 兼 令和 5年度第 2回臨床研修医症例報告会 
 
日 時：令和６年３月７日（木）17：30～19：10  ４名の臨床研修医 

◆第 337回開放型病床生涯教育研修会 兼 令和 5年度第 3回臨床研修医症例報告会 
 
日 時：令和６年３月１２日（火）17：30～19：10  ４名の臨床研修医 

テーマ：「臨床研修医による症例報告」    ※ 集合方式のみで開催します。 

会 場：市立長浜病院本館２階 講堂    ※ 各講師の割り振りは調整中です。  

                      

                    


